
 

 世界遺産の推進について(世界遺産推進室) 
 

平成 30 年 7 月 4 日、本市の原城跡を含む「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

が世界文化遺産に登録された。これにより原城跡の認知度が高まり来訪者が増加するなど、

地域の発展に寄与することが大いに期待されている。 

これまで世界遺産推進室は、世界遺産登録のための準備作業を主たる業務としてきたが、

今後は、世界遺産を万全な状態で保存しながら、市民や来訪者にその価値を理解していた

だくための施策に加えて、持続可能な保存管理体制を確立するためのまちづくり施策につ

いても、関係部署や民間組織と連携しながら進めていく必要がある。そのための事業を以

下のとおり実施する。 

 

（１）世界遺産関連施策の推進 －世界遺産の保存と活用の両立に向けた調整－ 

世界遺産は、その価値を損なうことがないよう適切な状態で保存していくことが前提では

あるものの、適切に活用しながら交流人口の拡大を図り、地域の活性化につなげていくこと

も重要である。 

本市においても、交流人口の拡大と地域の活性化により、まちやひとに潤いを与え、それ

を契機とする持続可能な保存管理体制の確立につなげるために、関係部署や民間団体等との

連携を強化しながら、保存と活用のバランスを図るための施策を展開する。 

 

①  世界遺産推進本部会議の開催 

・構成資産や緩衝地帯の保存、観光振興や地域振興につながる施策については、庁内

で役割分担しながら各部署が緊密に連携を図っていく必要がある。各部署がお互い

の世界遺産に関わる事業の情報を共有しながら、保存と活用を両立していくために、

市長を本部長とする世界遺産推進本部会議を開催する。 

開催時期：・世界遺産関連事業計画の情報共有（5～6 月） 

     ・事業の進捗状況等の確認（11～12 月） 

     ・実績の確認と次年度計画の確認（2～3 月） 

 

②  南島原市世界遺産市民協働会議の取り組み 

   ・南島原市世界遺産市民協働会議での官民協働による取り組みを実施し、市民や来訪

者の意識を醸成し、世界遺産登録を契機とした地域振興を図る。 

開催時期：5月（その他、必要に応じ随時開催） 

議  題：前年度決算報告及び本年度事業計画の承認、世界遺産登録記念事業の実

施に向けた協議など 

 

  ③ 関係県市町との連携 

・長崎県や関係する自治体等と連携し、世界遺産関連の情報共有を図る。（随時実施） 

 

  ④ 来訪者の適切な管理 

・原城跡への来訪者数は、原城跡の受け入れ能力の把握や適切な活用を推進するため
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に実数の把握が求められており、赤外線センサーによる来場者集計用カウンターを

年内までに原城跡本丸付近に設置する。 

 

  ⑤ 市外をターゲットとしたＰＲ活動の実施 

・観光振興や物産振興のために市外で実施している本市のＰＲ活動と連携し、構成資

産原城跡の価値を伝えていくことで来訪者数の増加を図る。（随時実施） 

 

（２）世界遺産の普及・啓発活動 －世界遺産の価値の伝達と市民の誇りの醸成－ 

世界遺産を適切に保全していくためには、その担い手となる市民の理解が不可欠である。 

長崎と天草地方のキリシタンたちが潜伏してくきっかけとなった出来事が原城跡で起こ

った「島原・天草一揆」であるが、原城跡は遺跡であることからその価値は一見してわか

りづらい。そのため、原城跡の価値を正しく伝わるような取り組みを実施し、市民に原城

跡の価値や重要性を理解していただくことで、市民の誇りを醸成し、構成資産の保存に対

する理解促進につなげていく。 

 

  ① 「ふるさと教育」の検討・実施 

・世界遺産としての価値の理解促進を図るために、社会教育や学校教育との連携を図

りながら、「ふるさと教育」について検討を行い、本年度中の事業実施に向けて準

備を進める。 

 

  ② 情報発信を図るためのパンフレット等の作成 

・平成 30 年度において「原城跡パンフレット」の改訂や一般来訪者に広く無料配布す

ることが可能な「現地用パンフレット」を作成しており、状況に応じて増刷を実施

し、広く配布しながら世界遺産の価値の伝達に努める。（随時実施） 

 

③ 『原城 VR』などの活用及びシステムの拡充 

・原城跡の理解促進のための『原城 VR』や『有馬歴史ガイド』を搭載したタブレット

を利用し、小中学生の学習やガイド組織の活動などに活用する。（随時実施） 

・ＶＲコンテンツなどの充実や利便性を高め、市民や来訪者に広く普及させることで

原城跡の価値の理解促進を促す。（随時実施） 
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平成３０年度世界遺産市民協働会議事業実施報告 

１．原城跡清掃活動（１回目）（ととのえる部会） 

【実施日】平成３０年４月 21 日（土） 

【場 所】原城跡及びその周辺 

【内 容】 

ゴールデンウィークやイコモス勧告を間近に控え、原

城跡やその周辺の清掃活動を実施した。協働会議構成団

体をはじめ、地元の高校生など多くの参加があった。 

 

２．平成 30 年度世界遺産市民協働会議 役員会 

【実施日】平成 30 年５月 24 日（木） 

【場 所】市役所西有家庁舎会議室 

【内 容】９名参加 

平成 30 年度総会内容、活動内容について協議した。 

 

３．平成 30 年度世界遺産市民協働会議 総会・交流会 

【実施日】平成 30 年 5 月 30 日（水） 

【場 所】ザ・マーキーズ（深江町） 

【内 容】総会出席者 34 名・交流会出席者 33 名 

   平成 29 年度事業報告・収支決算報告、平成 30 年度

事業計画・収支予算、および世界遺産登録経過報告・活動

内容等について協議した。また総会終了後に交流会を開

催した。 

 

４．原城ロゴマーク公開・申請受付開始（活かす部会） 

【実施日】平成 30 年６月 11 日（月）～ 

【内 容】世界遺産登録を見据えて物産販売促進に活用す

るため活かす部会で作成した「原城ロゴマーク」を市ホー

ムページや広報紙等にて周知を行い、申請受付を開始し

た。 

【申請件数】42 件（H31.3.31 現在） 
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５．運営委員・行動計画推進グループ合同会議開催 

【実施日】平成 30 年 6 月 22 日（金） 

【場 所】市役所西有家庁舎大会議室 

【内 容】出席者 55 名 

   H30 総会報告、専門部会ごとに取り組み内容等を協議

した。また、PV 及び記念イベントの内容等を協議した。 
 

６．構成団体独自事業助成事業（口之津観光ガイドの会） 

  「島原・天草一揆」ゆかりの九年母の普及・植栽 

 【実施日】平成 30 年４月～ 

 【内 容】 

「島原・天草一揆」ゆかりの九年母の市内全域への普及・

植栽と特産品としての活用につなげるもの。 

 

７．世界遺産委員会パブリックビューイング開催 

 【実施日】平成 30 年 6 月 29 日（金）・30 日（土） 

 【場 所】ありえコレジヨホール 

 【内 容】29 日約 100 名参加・30 日約 150 名参加 

    世界遺産登録の可否が決まる瞬間を市民と共有する

ため、パブリックビューイングを開催し、登録記念グッ

ズ等を配布した。 
 

８．世界遺産登録記念 PR グッズうちわの作成・各種イベントＰＲ活動 

【実施日】平成 30 年７月～ 

【内 容】世界遺産登録を記念してオリジナルうちわを

３,000 本作成。市内各種イベント（ﾏﾘﾝﾌｪｽﾀ・浜んこ

ら祭りなど）や各種団体に広く配布してＰＲを行った。 

 

９．木枠看板板面張替え（世界遺産登録決定版） 

【実施日】平成 30 年 7 月 19 日（木） 

【内 容】市内 40 か所設置（市内小中学校、公共施設等） 

世界遺産登録推進啓発の看板を登録決定版に板面を張

替え、各施設に設置し周知、啓発を図った。 
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10．世界遺産登録記念イベント「提灯大行列」開催 

【実施日】平成 30 年 7 月 28 日（土） 

【場 所】原城跡及びその周辺 

【内 容】約 500 名参加 

原城跡を構成資産に含む「長崎と天草地方の潜伏キリ

シタン関連遺産」の世界遺産登録を記念して、市民の皆

様と登録決定を祝うことを目的に開催した。当日は、太

鼓演奏、素麺振る舞い、提灯行列、打ち上げ花火を実施

した。 

 

11．世界遺産登録決定記念「南島原まちづくり市民フォーラム」開催（もてなす部会） 

【実施日】平成 30 年８月 26 日（日） 

【場 所】ありえコレジヨホール 

【内 容】約 250 名参加 

   原城跡の世界遺産登録決定を記念し、石見銀山ガイド

の会の安立聖氏と北有馬中学校の木村日香梨さんを講師

にお迎えし基調講演を行い、「世界遺産とまちづくり～み

なみしまばらの将来像～」をテーマにパネルディスカッ

ションを行った。 

 

12．構成団体独自活動助成事業（有馬つんなも会） 

   世界遺産登録記念「アニメーション影絵日本公演㏌南島原」 

【実施日】平成 30 年８月 27 日（月） 

【場 所】ピロティー文化センター日野江 

【内 容】134 名参加 

有馬つんなも会主催事業として、東京都出身でポルト

ガル在住の影絵作家、田中紅子氏をお迎えし、アニメーシ

ョン影絵の公演が行われた。 

 

13．構成団体独自活動助成事業（南島原市文化協会） 

   世界遺産登録記念「池田勉写真展」 

【実施日】平成 30 年 9 月 8 日（土）～11 日（火） 

【場 所】ありえコレジヨホール 

【内 容】830 名参加（4 日間） 

南島原市文化協会主催事業として、北有馬町出身で英

国王立写真協会会員である写真家、池田勉氏をお迎えし、

「世界遺産の古里に想いを馳せて」を展示テーマとして

写真展を開催した。 
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14．原城跡ポスター・パンフレット作成印刷（伝える部会） 

【実施日】平成 30 年 11 月 5 日（月） 

【内 容】ポスター500 枚、パンフレット 5,000 枚 

原城跡の PR のため、ポスター及び現地用パンフレッ

トを作成し、市内外事業所等にポスターを設置した。 

 

 

15．原城跡清掃活動（2 回目）（ととのえる部会） 

【実施日】平成 30 年 11 月 17 日（土） 

【場 所】原城跡及びその周辺 

【内 容】約 50 名参加 

原城跡やその周辺の清掃活動を実施した。協働会議構

成団体をはじめ、地元の高校生など多くの参加があった。 

 

16．第 28 回原城マラソン大会 世界遺産登録決定ＰＲ活動 

【実施日】平成 31 年 2 月 24 日（日） 

【場 所】南有馬小学校グラウンド 

【内 容】来場者約 3,000 名 

大会会場において、グッズやパンフレットを配布して

ＰＲ活動を行った。また、構成資産など関係市町などのゆ

るキャラを一堂に集め「原城キャラソン大会」を実施し

た。 

 

17．その他 

① 原城ロゴマーク商標出願・登録（出願手数料・早期審査手数料・商標登録料） 

② 構成団体研修経費助成（独自研修会：校長会 8/6 実施、教頭会 6/15 実施） 

③ PR グッズ作成購入（イベント用マルシェバッグ、名刺台紙） 

④ 小説「幻日」挿絵絵はがきセット・冊子南島原歴史遺産の委託販売（有馬キリシタン遺産

記念館） 
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